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〔要旨〕

ロータリーファーネスによる銑だらいの溶解を行い，燃焼比率，酸素及び燃料ガスの流量，

銑だらいの投入時期の溶解歩留に与える影響を調査した．また，溶解歩留の向上策について検

討した．その結果以下のことが明らかになった．( ) 銑だらいの溶解では ガスの発生量が1 CO

多い．( )λ及び流量によって の発生終了時期が異なる．( )銑だらいの投入時期の変更に2 CO 3

より大幅に溶解歩留は向上する．

１．はじめに

鋳鉄の溶解用原材料としての銑だらいの利用は，コ

スト低減，資源の有効利用の面から期待されている．

しかしながら，従来のキュポラおよび電気炉を用いた

鋳鉄の溶解では，原材料に銑だらいを使用する場合，

表面積が大きく酸化しやすい，かさ比重が小さく扱い

が困難であるなどの問題がある．

現在，ロータリーファーネス（以下， と示す）RF

は，キュポラや電気炉に変わる新しい鋳鉄溶解炉とし

て注目されている ．著者らは による銑だらいの
1) RF

溶解を行い， 程度の鋳鉄の溶解が可能であるこFC300

とを明らかにした ．しかしながら同時に，溶解歩留2)

（投入した原材料の総重量に対して出湯した鋳鉄の総

重量歩留）の低下の問題も確認した．そこで，燃焼比

率(λ (供給酸素量 供給燃料量)量論比)，酸素および: / /

燃料ガス（純プロパン）流量，銑だらいの投入時期の

溶解歩留に及ぼす影響を調査し，溶解歩留向上策を検

討した．

２．実験方法

２．１ 原材料

主原材料には 種 号 銑鉄を用いた．JIS G 2202 1 1 C

これに (以下 と示す)銑だらい，加炭材，24.1mass% %
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Fe-Si Fe-Mn， を配合し鋳鉄を溶解した．原材料の配

合量はすべての実験で共通とし，あらかじめ予備実験

により求めた 配合量を決める予備実験では λ． ， ，=1.1

酸素流量 燃料ガス流量 で63.3Nm/h 11.5Nm /h FC300
3 3
，

の鋳鉄が溶製できることを条件とした．表 に使用し1

た原材料の化学成分値と配合量を示す．

２．２ 溶解実験

鋳鉄の溶解条件を統一するため，熱電対を取り付け

た炉内の耐火物の温度が約 になった時点で原1173K

材料を投入した．なお，一部の実験では，銑だらいの

投入時期の溶解歩留に及ぼす影響を調査するため，銑

だらい等の投入を溶け落ち開始直後に行った．１回分

の溶解量は，すべての実験において とした．材200kg

料投入開始から 分後に炉の酸素バーナーを着火し10 ，

溶解開始とした．ガスの条件については，λを ～1.1

1.5 63.3とし，酸素および燃料ガスの流量をそれぞれ

～ ， ～ とした．溶解中は逐97.5Nm /h 11.5 15Nm /h３ ３

次炉壁温度，溶湯温度及び炉内の ガス濃度を測定CO

した．なお測定方法はこれまでの報告の通りである 2)

3)．

出湯後，溶解歩留測定及び化学成分分析を行った．

溶解歩留は，全溶解量（ ）に対する出湯量とし200kg

た．化学成分分析については酸素は赤外線吸収法，窒

素は熱伝導度法により行った．
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